


























④ ． 出力電圧を可変する定数例

本製品の出力電圧を連続して可変する場合は、 VR! と 1「R2の間にボリウムを使用して

下さい。

可変範囲は、 表4を参照してください。

表5. 出力電圧を連続可変する定数と回路

製品型名 VRI VR2 ホ
ャ

リりA 可変範囲 Vadj 

YDS605c 2. OkQ lOkQ !OkQ 3V~5. 5V ⑦ 
YDS612e 3. OkO 56kQ 5kQ 5V~12. 5V 

YDS615e 3. OkQ 68kQ 5kQ 12V~15. 5V 

YDS624e 2. 7kQ 9lk0 lOkO 15V~24. 6V 

但し、 検出回路は某準電圧 (Vre f � 0. 7V) の誤差（約士1. 0%) と固定抵抗の誤差（士 0. 5%) が

あります。 このため、計算上のグラフ値に対し若干の誤差がありますので、出力電圧を確認の

上VRl 、 VR2の抵抗値を選定してください。

抵抗及びボリウムの消贄電力は、 最大で約 lOm\V程度です。

＊注意＊

ボリウムのみでのこ｀使用は、 7番ピンを3, 4番ヒ
°
ンもしくは

5, 6番ピンに短絡する恐れがあるため、 推奨できませんロ

また、 可変後の出力電圧が表 4. 「 可変範囲」に入っている事

を確認してください。

⑤ ． 出力電圧可変時の注意

a). 最低入力電圧

7 番ピンを使用して出力電圧を可変した場合の最低入力電圧は、 使用した機種の最低

人力電J_fとなります。
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この場合にも最大寵圧は、直流入力電圧範囲のMax値以下でなければなりません。

b). 7番ピンは出力電圧を高抵抗で分圧しています。このため7番ピンの配線パタ ー ンを長

く伸ばすと外来ノイズの影響をうけ、 誤動作の原因となります。

出力電圧可変等による 7 番ピンの配線は、 なるべく短くしてください。
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